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第３学年数学科学習指導案 
 

日 時：平成２１年１１月１９日（木）５校時  

生 徒：３年Ａ組（男子１８名 女子９名 計２７名） 

場 所：３年Ａ組 教室             

授業者：  講師 松 田   剛 （G コース） 

講師 佐々木   彩 （A コース） 

教諭 木 村   亮 （R コース） 

 

１ 単元名    「 ６章 三平方の定理 」 〔東京書籍 新編 新しい数学 ３〕 

 

２ 単元について 

（１）教材観 

本単元の三平方の定理の学習は，今まで学習してきた各領域の考え方を基としている。また，三平方

の定理は応用場面が豊富であり，平面図形や空間図形の考察，平面における距離の決定，身近な問題に

おける利用等，実用性の高い定理である。 

学習指導要領の中で，３学年の目標として「観察，操作や実験を通して理解し，それらを図形の性質

や計量に用いる能力を伸ばすとともに，図形について見通しを持って論理的に考察し，表現する能力を

伸ばす」とある。三平方の定理は，図形の中に直角三角形を見いだすことで，辺の長さを求めることが

できる定理である。 

三平方の定理の式の形から，解決処理する場面において１学年では等式の性質，方程式の考え方や，

３学年では平方根，多項式，２次方程式，比の性質といった考え方を用いる。また，１学年において扱

った空間図形の高さや対角線を求める場合や，２学年で証明した平面図形（三角形・四角形・円）の計

量など，直角三角形を見いだし考察や計量する点でも多面的なものの見方が必要とされる。 

本単元における学習は，中学校３年間の学習を基礎・基本として用いた上に成り立っており，系統的

な学習の単元である。加えて，高等学校においては三角比，正弦定理，余弦定理へと拡張されるもので

ある。したがって，数と式，図形，数量関係を網羅した，数学的にも重要な単元であるといえる。 

（２）生徒観 

①これまで生徒は本単元に関わるものとして，次のような学習をしている。 

   小学校において，図形の学習は，操作的な活動や直観的な取扱いが中心であり，以下の学習をしている。 

・三角形，四角形などについて知り，それらをかいたり作ったりする。（低学年） 

   ・箱の形をしたものを観察したり作ったりすることを通して，図形を構成する要素について知る。 

   ・正方形，長方形，直角三角形，二等辺三角形，正三角形について知り，それらをかいたり，作ったり，

平面上で敷き詰めたりする。    ・角について知る。（中学年） 

   ・直線の平行や垂直の関係について理解する。 

   ・基本的な図形の簡単な性質を見いだし，それを用いて図形を調べたり構成したりする。 

   ・立方体及び直方体について理解し，直方体に関しては直線や平面の平行及び垂直の関係について理解

する。（高学年） 

   中学校１学年では，観察，操作や実験を通して平面図形や空間図形についての直観的な見方や考え方の

理解を深める。また，図形の計量について扱っている。２学年，３学年ではさらに，基本的な平面図形の

性質を見いだし，三角形の合同条件及び相似条件などを基にして確かめ，論理的に考察し表現するといっ

たことをしている。 



②レディネステスト結果 
  本単元を学習するにあたって，既習事項の定着度を調査したところ下の表に示した結果となった。平方

根の考え方及び処理の仕方を忘れているものや，混同しているものが数名みられた。また,立体の体積を

求める問題は大半が苦手意識を持っており，手がつかず無回答も多い。２乗の計算，√の変形，平方根の

考え方を利用した２次方程式，円錐の体積の求め方など，本単元の前に確実に定着させておきたい。 
  以下に示しているものは設問ごとの正答率のみであるが，個々の正答率を見ると中間層の少ない二極化

の状態に近い。具体的には，回答者２５人中 90％以上９名，70％以上１７名，大半が高い正答率である。

しかしながら，60％未満９名の格差が大きい。積極的に支援したい生徒は５名ほどいる。 
 問 題 正答率 無回答 誤答例 

１ ①  122
96.0％ ０人 104 

② ( 7 ) 2  88.0％ ２人 ±7 

③ 2 5｣ ､
2  72.0％ ２人 ±2 5 ，4 25  

２ ① 25  60.0％ １人 ±5，± 5 ，5  2

② 48  80.0％ ２人 3 16 ， 6A 8 ，2  4A 3

③ 72  80.0％ ３人 8，2 17 ，2  3A 32

３ ①  x 2x 36 76.0％ １人 x x 6 ，x ，x E 3 x O 6｣ ､x P 6｣ ､x 0  

②  x 2P 7x 0 80.0％ ２人 x x 7  

③  16O x 2x 25 72.0％ ３人 x x 3 ，x x E 3  

４ ① 底辺５cm ，高さ９cm の三角形の面積 100.0％ ０人  

② 半径４cm ，高さ７cm の円錐の体積 32.0％ ５人 56π，
112
3 ，約 37π 

③ 面積５cm の正方形の一辺の長さ 2
48.0％ ６人 5，2.5， 5｣ ､

2  

   

（３）指導観 

基本的には，「理解したい」「分かりたい」といった意識が見られ，意欲的に取り組む姿勢が見られ

る。しかしながら，苦手意識からか生徒の中には取りかかりが遅くなる場面や，集中力が切れる場面が見

られる。 

本単元の学習は，これまでの学習内容を基礎・基本とし，学習を深めていかなければならないことか

ら，数学を苦手とする生徒はさらにその意識を強めてしまうことになる可能性がある。したがって，既習

事項を振り返りながら基礎・基本に重点を置き学習することで，問題を解けることの達成感や喜びを自信

に変えられるよう指導していきたい。また，数学を得意とする生徒に対しては多様な考え方を求めたり，

より高度な問題を用意したりするなど工夫し，時間を持て余すことのないようにしたい。 

加えて，ＴＴ・習熟度別コース分けであることなどの特性を生かし，生徒一人ひとりに合ったきめ細

やかな対応から一層の理解ができるよう，基礎・基本の定着が図れるよう指導していきたい。そして，自

信を持たせることで数学に対する苦手意識の克服につながると考える。 

本単元の学習において，直角三角形とは単に一つの角が直角である三角形というとらえ方だけではな

く，３辺の長さの関係に着目して三平方の定理を考え，直角三角形の理解を深めるものとしてとらえるべ

きものである。そして，直角三角形の性質や相似の関係，さらには図形の性質や計量について一層深く考

察できるものであると考える。 

それを踏まえ，本時においては，三平方の定理を用いることで辺の長さが求められることを示し，定

理の有用性・実用性などを数学的活動のなかから実感させ，理解を深めさせることを目的とする。また，

具体的な目標として直角三角形の辺の長さを求めることができるという規準を示し，個々が達成感を得ら

れるよう努めていきたい。 
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３ 単元の目標 

◎ 三平方の定理について理解し，それを用いることができるようにする。 

・ 三平方の定理を見いだし，それが証明できることを知ること。 

・ 三平方の定理の意味を理解し，それを利用できること。 

生徒に提示しているのは，以下のとおりである。 

目 標 数 学 へ の 関 心 ・ 意 欲 ・ 態 度 数学的な見方・考え方 数学的な表現・処理 数 量 ・ 図 形 な ど に つ い て の 知 識 ・ 理 解

・三平方

の定理 

 
・三平方

の 定 理 

の応用 

◆三平方の定理とその

有用性を知り，三平方の

定理のよさに気づく。 

◆図形の計量に関心を

もち，意欲的に取り組も

うとする。 

◆三平方の定理を積極

的に導くことができる。

 
◆三平方の定理を用い

て，問題を簡潔に解決し

たり，発展させたりでき

る。 

◆三平方の定理の証明

を読みとったり，表した

りすることができる。 

◆三平方の定理を用い

て，線分の長さ，面積，

体積を求めることがで

きる。 

◆三平方の定理や用

語・記号について説明す

ることができる。 

◆図形の計量に関する

定理や公式を説明する

ことができる。 

 

４ 指導計画と評価規準 

単 元 名 時

数
評 価 規 準 

評価の観点 

関 見 表 知

三平方の

定理 
とびら 
 

１

（１）直角三角形の３つの辺の長さの間に成り立つ関係につい

て関心を持つ。 
    

（２）直角三角形の３つの辺の長さの関係について共通な性質

を導き，考察することができる。 
    

三平方の定理 

２

（１）三平方の定理の意味がわかる。     
（２）三平方の定理の証明ができる。     
（３）三平方の定理を用いて，直角三角形の辺の長さを求める

ことができる。       （本時） 
    

三平方の定理

の逆 

１

（１）三平方の定理の逆の意味がわかる。     
（２）三平方の定理の逆を利用して直角三角形を見つけるこ

とができる。 
    

基本の問題 １ （１）基本・基本の定着の確認をする。 
三平方の

定理の応

用 

平面図形への

応用 

２

（１）図形の対角線や高さに三平方の定理を利用しようとす

る。 
    

（２）三平方の定理を利用して，図形の対角線や高さを求める

ことができる。 
    

（３）特別な直角三角形の３辺の比の関係がわかる。     
（４）三平方の定理を利用して，円の弦や接線の長さを求める

ことができる。 
    

（５）線分の長さを求める際，図形の中に直角三角形を見いだ

し，能率的な求め方を考察することができる。 
    

 空間図形への

応用 

２

（１）目的に応じて，三平方の定理を用いることができる。     
 （２）直方体の対角線の長さを求めることができる。     

 （３）円錐や角錐の高さを求め，それを用いて体積を求めるこ

とができる。 
    

 いろいろな問

題への応用 

１

（１）三平方の定理を利用して，いろいろな問題を解決するこ

とができる。 
    

 
 （２）身近な問題を三平方の定理を利用して考察することがで

きる。 
    

 基本の問題 １ （１）基本・基本の定着の確認をする。 
章の問題ＡＢ 

２

（１）基礎・基本の定着をはかる。 
単元テスト 

＊評価の観点において，黒は重きを置く観点，灰色は次に準ずる観点とする。 



５ 本時の指導 

（１）本時の目標 

○三平方の定理を用いて，直角三角形の辺の長さを求めることができる。 

（２）本時の評価 

観点 
具体の評価規準 

Ａ：十分満足できる Ｂ：おおむね満足できる Ｃ：努力を要する生徒への支援

表現・処理 

直角三角形の斜辺を判断し，三

平方の定理を用いて，適切かつ

能率的に辺の長さを求めるこ

とができる。 

直角三角形の斜辺を判断し，適

切に三平方の定理を用いて辺

の長さを求めることができる。

直角三角形の斜辺の判断の仕方

や三平方の定理の用い方など示

しつつ，式を立てさせ処理をする

よう促す。  
（３）本時の展開 
＜共通＞ 

段

階 
学 習 内 容 学 習 活 動 

指導上の留意点 
◇教師の指導 ◆評価 

導 

入 

分 

5

１ 既習事項の確認 
 
２ 問題の提示 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３ 学習課題の設定 
 
 
 
 
 
 

・復習問題を解き，２次方程式の解法の確認をする。

 
 
 
 
・写真を見せ，ベランダから支柱までの距離及びカ

メラマンから生徒までの距離を予想する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・問題解決のために直角三角形を見つけ，三平方の

定理を使うことを確認する。縮図を用いる。 

◇既習事項を確認し，本時につ

なげる。 
○学習シート 
 

 

◇ここで必要な長さや高さを

示す。 
 
 
 
 
 
○写真の拡大図 
 
・写真から直角三角形を見つけ

させる。 

 

○縮図（直角三角形） 

 

展 

開 

Ⅰ 

分 

次の方程式を解きなさい。 

① x2
＝100   ② x2

＋4＝16

下の写真は，体育祭のときの集合写真，校舎とテニスコートの写真です。次の問に答えなさい。 

① ベランダの手すりからテニスコートの支柱までロープを渡します。ロープは何 m 必要ですか。

② カメラマンから写っている皆さんまでの距離を求めなさい。 

－数 4－ 
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４ 課題解決 
 
 
 
 
 
 
 
５ 解答 
 
 
６ 解法の確認 

・斜辺を見つけ，三平方の定理を用いて各自辺の長

さを求める。（例１） 
 
 
 
 
 
 
・解答を全体で確認する。 
 
 
・解法の POINT を確認する。 
 
 
 
 
 
 
 

◇斜辺とは直角に対する辺で

あることを再確認させる。 
 
・支援の必要なものは，コース

別担当が対応する。 
 

 

◇長さは正の値になることに

留意させる。 

 

・解法の確認をした後，コース

別学習とする。R コースは机

の向きを変え，１教室内でコ

ースを分ける。 

三平方の定理を用いて，直角三角形の辺の長さを求めよう。 

下の図の直角三角形で，辺 BC の長さをそれぞれ求めなさい。

～解き方の POINT～ 

１斜辺を見つける。 

２三平方の定理にあてはめて解く。 

３「長さ」は必ず正になる。（x ）u 0



＜A コース（発展）＞ 

－数 5－ 

27

展 
 

開 

Ⅱ 

分 

７ 練習問題 
 
 
 
 
 
 
８ 確認 
 
 
 
９ 演習 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
１０ 解答 
 
 
 
 
 
 
 
 

・例１を基にして，たしかめ１の演習を行う。 
 
 
 
 
 
 
・問題に応じて，因数分解の考えを用いることによ

り，容易に辺の長さが求められることが分かる。

 
 
・例１，たしかめ１を基にして，問３，発展問題の

演習を行う。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・問３の解答の後，発展問題の解答を行う。 
 

◇計算処理の際，単純に解くだ

けでなく，数が大きくなる場

合，工夫して解くよう促す。

 
 
 
◇直角をはさむ辺のどちらか

を求める際，数が大きくなる

場合，因数分解の考え方を用

いることを示す。 
 
・終わり次第，演習問題を解く

よう指示する。 
 
・問３までの解答は A・G コー

ス共通とする。 
 
 

 

 

 

 

◇図形の中に直角三角形を見

つけることで，三平方の定理

が有用であることを知らせ

る。 

○ホワイトボード 

◇発展問題の解答を行う。 

 
＜G コース（標準）＞ 

展 
 

開 

Ⅱ 

分 

下の図で，x の値を求めなさい。 

直角三角形の，直角をはさむ 辺の長さを ，b ，

斜辺の長さを とします。下の表の空らんにあては

まる数を求めなさい。 

2 a

c

 a  b c

① 3 4

②  2 5

③ 21 29

下の図で，x の値を求めなさい。 

27

７ 練習問題 
 
 
 
 
 
 
８ 確認 
 
 
 
９ 演習 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
１０ 解答 

・例１を基にして，たしかめ１の演習を行う。 
 
 
 
 
 
 
・問題に応じて，因数分解の考え方を用いることを

知る。 
 
 
・例１，たしかめ１を基にして，問３の演習を行う。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・問３の解答を行う。 

◇斜辺を判断し，三平方の定

理を用いて，確実に計算処

理をさせる。 
 
◇直角をはさむ辺のどちらか

を求める際，因数分解の考え

方が有用であることを示す。

 
・終わり次第，演習問題を解く

よう指示する。 
 
◇辺の長さを求められたこと

を確認しつつ，演習問題を取

り組ませる。 

 

 

 

 

 

 

・解答の後，演習問題の続きを

各自取り組む。 
 

下の図で，x の値を求めなさい。 

直角三角形の，直角をはさむ 辺の長さを ，b ，

斜辺の長さを とします。下の表の空らんにあては

まる数を求めなさい。 

2 a

c

 a  b c

① 3 4

②  2 5

③ 21 29
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27

＜R コース（基礎）＞ 

展 
 

開 

Ⅱ 

分 

７ 練習問題 
 
 
 
 
 
 
 
 
８ 確認 
 
９ 演習 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
１０ 解答 
 

・例１を基にして，たしかめ１の類似問題の演習を

行う。 
 
 
 
 
 
 
 
・基本的な２次方程式の解法から辺の長さを求める。

 
・例１，たしかめ１を基にして，問３の演習を行う。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・問３の解答を行う。 

◇斜辺を確認し，図をもとに式

を立てるところから順を追

って考えさせる。（穴埋め等，

個に合った支援をする。） 
 
◇解法の point に沿って，基本

的な解答の仕方をパターン

化し，覚えさせる。 
 
◇煩雑な処理を行わず，確実に

解ける方法を身に付けさせ

る。 
 
・たしかめ１の類似問題から 

①は解決している。 

 

 

 

 

 

 

◇確実に解き方が身についた

ことを確認する。 
＜共通＞ 

終 

末 

分 

下の図で，解法の POINT にしたがってx の値を求めなさ

い。 
5

4

直角三角形の，直角をはさむ 辺の長さを ， ，

斜辺の長さを とします。下の表の空らんにあては

まる数を求めなさい。 

2 a b

c

  a b c

① 3 4

②  2 5

③ 21 29
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１１ 本時のまとめ 
 
 
１２ 自己評価 
 
 
 

・三平方の定理を用いることで，三角形の未知の辺

の長さを求めることができることを確認する。 
◆三平方の定理を用いて，辺の

長さを求めることができて

いるか。（評価問題 A コー

ス） 
 
・評価問題を解き，学習内容について ABC で評価

を行う。 
 
 

 
 
 
 
１３ 次時の予告 

 
 
 
 
・次時は三平方の定理の逆について学習することを

確認する。 

 
・自己を振り返ることで自らの

課題を明確にし，終学習及び

家庭学習に活かす。また，身

につけたことを忘れないよ

うに促す。 

 
（４）板書計画（中央） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

復

下の図で，辺 AB の長さを求めなさい。 

1cm

3 cm

習     

 
 

三平方の定理を用いて，直角三角形の辺の長さを求めよう。 

例１ たしかめ１ 

 a b c
① 3 4  

②  2 5

③ 21  29

● 解き方のPOINT  三平方の定理 ●       

１ 斜辺を見つける。 
 

a 2O b 2x c 2  
x 2x 100
x x E 10 ２ 三平方の定理にあてはめて解く。 

３ 「長さ」は必ず正になる。（ ＞0） x

問３ 4O x 2x 16
x 2x 16P 4
x 2x 12

xx E 12

xx E 2 3

32O 42x c2

c2x 25
c x E 5

cu 0であるから
　　　　c x 5

BCx x cm とすると
BCは斜辺であるから
　82O 62x x 2

x 2x 100
x x E 10

x u 0であるから
　　　　 x x 10

BCx 10cm

152O x 2x 172

x 2x 64
x x E 8

x u 0であるから
　　　　 x x 8

BCx x cm とすると
BCは 4cm であるから
　22O x 2x 42

x 2x 12

x x E 2 3
x u 0であるから

　　　　 x x 2 3

BCx 2 3 cm

　52O 52x x 2

x 2x 50

x x E 5 2
x u 0であるから

　　　　 x x 5 2

152O x 2x 172

x 2x 172P 152

x 2x (17O 15)A (17P 15)
x 2x 32A 2
x 2x 64ﾃ

212O b2x 292

b 2x 400
b x E 20

bu 0であるから
　　　　 b x 20

a 2O 22x 52

a 2x 21

a x E 21
au 0であるから

　　　　a x 21ﾄ


